
樋
口
平
大
夫
と
但
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作
善

樋

口

平

大

夫

と

但

称

の

作

善

●

、

序

口

川

勝

政

太

区良

も
と
洛
西
鳴
滝

の
音
戸
山

の
上
に
、
松
林
に
囲
ま
れ
て
五
智
如
来
の
大
き
い
石
仏
を
中
心
に
数
多
く
の
石
像
が
あ

っ
た
。
往
年
私
は
京
都
美
術
大
観

『
石
造
美
術
篇
』

(
昭
和
八

.
五
)
に
五
智
山
石
仏
群
と
し
て
解
説
を
書

い
た
。
五
智
山
は
そ
こ
に
あ

っ
た
蓮
華
寺
の
山
号
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
名
に
も
な

っ
た

の
で
あ
る
。
寺
は
昭
和

三
年
に
山
を
下
り
、
御
室
仁
和
寺

の
東
側

の
現
在
地
に
移

っ
て
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
久
し
く
石
仏
群
は
山
上
に
あ

っ
た
が
、

こ
れ
も
昭
和
三
十
三
年
五
月

に
現
在

の
蓮

華
寺
境
内
に
移
さ
れ
、
四
十
九
年

の
今
春
、
不
動
石
仏
を
奉
安
す
る
御
堂
が
新
築
さ
れ
、
境
内

の
整
備
が
行
わ
れ
た
。

蓮
華
寺
自
体
の
寺
伝
と
し
て
は
、
平
安
時
代

に
嵯
峨
大
覚
寺

の
東
北
に
、
蓮
華
峯
寺
が
建
、肱
さ
れ
、
応
仁

の
乱
に
よ
る
焼
失
の
あ
と
鳴
滝
音
戸
山
上

に
移

っ
た
が
、
そ

の
後
荒
廃
し
て
い
た
の
を
、
江
戸
時
代
は
じ
め
に
江
戸

の
豪
商
樋
口
平
大
夫
が
再
興
し
、
今
日
の
蓮
華
寺
と
な

っ
た
と
説
く
。

石
仏
に
刻
ま
れ
た
銘
文
に
よ
る
と
、
寛
永
十
八
年

(
一
六
四

一
)
に
、
伊
勢

の
生
れ
で
武
州
江
戸

の
住
人
で
あ
る
樋

口
平
大
夫
家
次
が
願
主
で
、
石
仏

の
作
者
は
但
称

で
あ
る
。
但
称
は
但
唱
と
も
書
か
れ
、
木
食
行
を
重
ね
、
多
く
の
仏
像
を
刻
み
、
寛
永
十

二
年

(
一
六

三
五
)

に
江
戸
芝
高
輪

に
帰
命
山
如
来
寺
を
開

い
た
。
如
来
寺
は

泉
岳
寺
に
隣
接
し
江
戸
の
名
所

で
あ

っ
た
が
、
明
治
四
十
年
に
品
川
区
大
井
伊
藤
町
に
移
り
、
大
井
の
大
仏
と
よ
ば
れ
て
現
在

に
至

っ
て
い
る
。
東
海
道
新
幹
線
で
品
川

の
辺
を
通
過
す
る
時
、
整
備
さ
れ
た
堂
宇
が
近
く
に
見
下
ろ
さ
れ
る
。

五
智
山
の
石
仏
が
山
下
に
下
ろ
さ
れ
た
時
、
大
日
如
来
の
座
下
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
大
き
い
甕
か
ら
、
平
大
夫
が
造
立
に
あ
た

っ
て
納
め
て
お
い
た
願
文
所
刻

の
五
枚

の
金
銅
板
が
見
出
さ
れ
、
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
文
章
に
よ

っ
て
、
平
大
夫

の
仏
教
信
仰
心
の
き
わ
め
て
あ

つ
か

っ
た
こ
と
を
目

の
あ
た
り
に
見
て
、
私
は
以
来
平
大
夫
と
但

称

の
事
跡

に
つ
い
て
深
い
関
心
を
持

つ
に
至

っ
た
。
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そ

の
後
十

五
年

が
経
過
し

た
が
、

そ

の
間

に
皆
干

の
資

料

に
出
会

い
、
蓮

華
寺
、

如
来
寺

に
何
度

か

足

を
運
び

,

し

た
.

ま

だ
探
索

を

つ
く
す

べ
き

で
は
あ

ろ
う
が
、

一
応

現
在

の
段

階

で
、

こ
の

二
人

の
作

善

に

つ
い
て

記
述

し
、

思

う
。

二
、
平
大
夫

の
諸
国

順
礼

特
に
平
大
夫
の
事
跡
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
が
増
加

仏
教
篤
信
者
た
ち

の
人
間
像
を
浮
び
上
ら
せ
た
い
と

樋

ロ
平

大
夫

の
名

の
見

え
る
遺

品

の
中

で
最
も
古

い
の

は
、
岩

手
県

平
泉

の
中
尊

寺

に
所
蔵

さ
れ
る
鍍

金
銅
板

の
納

札

で
あ

る
。

私
が

こ
れ

に
気
が

つ
い
た

の
は

昭
和

三
十

五
年

三
月

一
日
、
当
時

大
阪

の
大
丸

で
催

さ
れ

て

い
た
中
尊

寺

秘
宝
展

に
展
示
さ

れ
て

い
た
時

で
あ

る
。

平
大
夫

に

つ
い
て
関

心
を
持

っ
て

い
た
私

に
は
、
ま

こ
と

に
あ

り
が

た

い
資
料

な

の
で
、
会

場

に
出

張
さ

れ
て

い
た
中

尊
寺

の
下
葉

快
恩
師

に
事
情

を
説

明
し
、

写

真
を
作

っ
て
頂

く

こ
と

を
お
願

い
し
、

そ
の
口

は
心
ゆ
く

ま

で

拝
見

し
た
。

そ

の
金

札

は
堅

二
四

・
七

セ
ン
チ
、

幅

一
八

・
丘

セ

ン
チ
の
長
方

形

で
、

周
囲

に
八
個

の
釘

穴
が
あ
り

、
文
字

は
ヒ
行

に
わ
た
り
、

大
体

一
行
十

三
字
前

後

で
、

籠
字

線
彫

り

に
し

て
あ

る

(第

一
図
)。

そ

の
文

は

生
国
伊
勢
只
八
,
武
州
江
戸
日
本
橋

材
木
町
住
御
当
山
始
而
参
詣
之
時
分

御
宝
前
難
有
塞
拝
六
親
..♪
属
七
世

父
母
有
縁
無
縁
草
木
国
土
悉
皆

成

仏
為

二
世
安
楽
金
札
塞
約
者
辺

南
無

一尚
館
中
尊

守
光
黛
樋

[
審

入

え

寛
永
伍

風
鑑
条
H

口

家
次

へ花
押
)

と
あ
る
、
寛

水
圧
年

(
一
六

二
八
)
に
喉
大
!

炉
は
じ
め
て
中
尊
寺

に
参
詣
し
た
時

の
も
の
で
、

高
館

は
今
の
平
泉
中
惇
寺
の
㌣
く
か
ら
の
地
名

で
あ

Q
。
光
堂
は

一
般
に
阿
弥
陀
堂

の
こ
と
で
あ

る
が
、

こ
こ
で
は
有
名
な
金
色
堂
を
指
す
。
樋

口
平
大
家
次
と
記
し
て
、
平
大
夫
の
夫
を
省
略
し

樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

第 一 図

講
灘
難
灘
難
懸
灘

難
轟
蕪

灘

灘
繍
難
難
馨

難
騰
蕪
撫懸
灘
灘
難
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樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

て
い
る
が
、

以
後
に
も
こ
の
書
き
方
が
多

い
。

金
札
奉
納
と
あ
る
よ
う
に
、
昔
の
霊
場
順
礼
者
は
参
詣

の
印
と
し
て
自
身

の
願
意
を
記
し
た
札
を
納
め
た
の
で
あ
る
。
札
所
と

い
う
言
葉
が
霊
場
の
代
名
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
意
味

で
あ
る
。
紙
札

.
木
札

.
金
札
な
ど
素
材
は
ち
が
う
が
内
容
は
同
じ
で
、
高
価

に
つ
く
の
は
金
札
で
あ
る
。
江
戸
住

の
平
大
夫
が
奥
州
高
館

ま

で
行
く

の
は
遠

い
旅
で
あ
り
、
当
然
道
々
の
霊
場
を
順
礼
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
枚
も

の
金
れ
を
用
意
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
し
た
費
用

の
支
出
に
堪
え

る
境
遇
の
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
金
利
は
釘

で
打
ち

つ
け
る
も

の
で
、
釘
穴
も
は
じ
め
か
ら
あ
け
て
あ
る
。

こ
の
金
利
を
現
在

で
は
超
国
宝
級
の
金
色
堂

の
ど
こ

か

へ
釘
で
打
ち

つ
け
た
の
で
あ
る
か
ら
、
今
の
常
識
か
ら
は
と
ん
で
も
な
い
行
為

で
あ
る
が
、
昔
の
人
の
信
仰
心
は
次
元
が
ち
が
う
の
で
あ
る
。
な
お
現
代

の
よ
う
な
交

通
機
関
の
発
達
に
よ

っ
て
、
出
発
時
か
ら
到
着
時
ま
で
を
予
定
で
き
る
時
代
で
は
な

い
の
で
、

い
つ
参
詣

で
き
る
か
予
定
が
立
た
な
い
。
従

っ
て
金
札

に
月
日
ま
で
前
以

て
彫
刻
し
が
た
い
か
ら

「
今
月
今
日
」
と
書
い
て
あ
る
。

こ
う
い
う
書
き
方
は
昔
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。

平
大
夫
は
、
伊
勢
国

の
生
れ
で
、
現
在
は
武
蔵
江
戸
の
日
本
橋
材
木
町
に
住
ん
で
い
る
と
記
し
て
あ
る
。
後
に
示
す
京
都

の
五
智
山
蓮
華
寺

の
鐘
銘
中
に

「
樋

口
平
大

夫
家
次
者
勢
州
三
宅
郡
之
生
縁
也
」
と
あ
る
。
現
在

の
三
重
県
多
気
郡
多
気
町
佐
那
の
辺
が
、
昔

の
三
宅
郷

に
当
る
と
、
吉

田
東
伍
博
士
の
地
名
辞
書
に
見
え
る
。
松
阪

市

の
南

一
〇
キ

ロ
ば
か
り
で
あ
る
。
江
戸
の
日
本
橋
材
木
町
は
今
の
日
本
橋

の
東
南

の
辺
り
で
、
南
北
に
通
じ
る
堀
が
あ
り
、
こ
れ
に
沿
う
町
が
材
木
町
で
あ
る
。

一
丁

目
か
ら
八
丁
目
ま
で
あ

っ
て
、
各
町
の
間
に
小
溝
七
か
所
を
設
け
、
材
木
の
浮
繋
に
あ
て
た
と
、
同
じ
く
地
名
辞
書

に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
は
隅
田
川
が
東
京
湾

に
流

れ

こ
む
辺
に
近
く
、
材
木
問
屋
の
集

っ
た
地
域

で
あ
る
。
平
大
夫
が
材
木
町

の
住
と
い
う
の
は
、
材
木
問
屋
を
営
ん
で
い
た
公
算
が
多

い
。
伊
勢
か
ら
江
戸

に
出
て
成
功

し
た
豪
商

で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
が
、
今
後
の
資
料
の
出
現
に
待
ち
た
い
。
大
方
の
御
教
示
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

中
尊
寺

へ
参
詣
し
た
寛
永
五
年
に
、

平
大
夫
は

越
後
国
の
弥
彦
大
明
神
に
も
金
札
を
打

っ
て
い
る
。

新
潟
県
西
蒲
原
郡
弥
彦
村

に
鎮
座
す
る
名
社
、

弥
彦
神
社

で
あ

る
。
同
社
所
蔵
の
重
文
大
太
刀

(応
永

二
十

二
年
)
の
朱
漆
塗

の
鞘
口
を
後
に
補
修
の
た
め
流
用
し
た
金
銅
板

の
残
欠
が
あ
り
、
そ
れ
に
籠
字
で
線
彫
り
し
た
六
行

の
文

字

が
残

っ
て
い
た
。

生
国
伊
勢
只
今
武
州
江

材
木
町
住
御
当
山
始
而
参

御
宝
前
難
有
奉
拝
六
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世
父
母
有

縁
無
縁
草

成
仏
為

二
世
安
楽
金
札

南
無
弥
彦
大
明
神

と
あ
り
、
旧
文
部
技
官
で
刀
剣
担
当
の
辻
本
直
男
氏
が
、
中
尊
寺
宝
物
館

に
あ
る
前

記
の
平
大
夫

の
金
札
と
の
土
ハ
通
に
気
付
き
、

こ
れ
も
平
大
夫

の
納
札
で
あ
る
こ
と
を

(
注

一
)

認
あ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

注

一
、

『
新
潟
県
の
文
化
財
』
弥
彦
神
社
の
部

弥
彦
神
社
の
分
は
金
札
の
下
方
と
左
端
を
切
り
取

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
文
は
中
尊
寺

の
と
全
く
同
じ
く
、
奉
納
宛
名
が

「
南
無
弥
彦
大
明
神
」

と
な

っ
て
い
る

だ
け
の
ち
が

い
で
、
左
端
に
は
同
じ
く
築

伍

撃

倉

言

と
平
大
夫

の
記
名
が
あ

・
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
.
葦

、
ら
く
こ
の
年
に
平
大
夫
は
、
奥
州
か
ら
北
陸

へ

と
順
礼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

あ
く
る
寛
永
六
年

(
一
六

二
九
)

の
平
大
夫

の
金
札
が
、
北
関
東

の
二
霊
場

に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

そ
の

一
つ
は
上
野

の
白
岩
観
音
に
納
め
た
も

の
で
あ
る
。
群

馬
県
榛
名

町
白
岩
の
長
谷
寺

の
こ
と
で
、
坂
東
観
音
霊
場
第
十
五
番

の
札
所
と
な

っ
て
い
る
。
近
年
発
行
さ
れ
た
平
幡
良
雄
氏
の

『
坂
東
三
卜

三
ヵ
所
』

に
の
せ
ら
れ
た

写
真
に
よ

っ
て
、
平
大
夫
の
金
札
の
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
た
。
最
近
私
は
白
岩
観
音

に
参
詣
し
、
古
い
霊
場
の
空
気
に
接
し
、
金
札
を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
竪

二

一
セ
ン
チ
、
幅

九

・
九
セ
ン
チ
で
、
頭
部
は
山
形
に
作
ら
れ
る
。
刻
文
は
籠
字

で

生
国
伊
勢
今
武
州
江
戸
日
本
橋
材
木
町
住

御
当
山
始
而
参
詣
時
奉
拝
殊
勝
七
世
父
母

六
親
巻
属
有
縁
無
縁
草
木
国
土
悉
皆
成

仏
為

二
世
安
楽
奉
納
金
札
願
主
樋
口
平
大

但
三
十
三
番
ノ
内

(
こ
の
七
字
は
線
刻
)

寛
永
六
肥
年
今
月
含

家
次

(花
押
)

と
あ
る
。
前
掲

の
中
尊
寺
光
堂
や
弥
彦
神
社
の
を
わ
ず
か
に
簡
略
し
、
奉
納
先
の
寺
名
が
入
れ
て
な
い
。
ど
の
社
寺

に
も
納
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
あ
る
。

樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善
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樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

今

一
つ
は
早
く
雑
誌

「
武
蔵
野
」
十
三
巻
二
号

(
昭
和
四

・
二
)

の
矢
吹
葉
人
氏

コ
ニ
峰
神
社
の
金
石
文
L

に
採
録
さ
れ
た
も
の
で
、
竪

二
〇

セ
ン
チ
、
幅
七

セ
ン
チ

の
銅
板

で
、
刻
文
は
右
に
掲
げ
た
白
岩
観
音
金
札
と
全
く
同
文
で
あ
る
。
同
じ
時
に
作
ら
せ
た
何
枚
か
を
持

っ
て
、
北
関
東
を
順
礼
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

三
峰
神
社

は
埼
玉
県
秩
父
郡
大
滝
村
の
三
峰
山
頂
の
古
社
で
、

金
札
は
本
社

の
左
側
に
あ
る

旧
本
殿
で
あ

っ
た
と
い
う
建
物
の
、

右
側
の
虹
梁
の
下

の
辺
に
打
た
れ
て
あ

っ
た
の

を
、
矢
吹
氏
が
採
録
さ
れ
た
の
で
、
打
ち

つ
け
ら
れ
た
状
態

で
残

っ
て
い
た

こ
と
が
珍
し
く
、
ま
た
資
料
的
に
も
重
要

で
あ
る
。
今
で
こ
そ
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
が

つ
い
て
い

る
が
、
山
麓
か
ら
六
キ

ロ
の
山
頂
を
往
復
し
た
古
人
の
信
仰
の
厚
さ
が
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
興
味

の
あ
る
の
は
、
平
大
夫
が
所
持
し
て
い
た
護
身

の
お
守
が
、
か
つ
て
京
都

の
杉
浦
丘
園
氏
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
中

に
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
特

に

近
世
江
戸
初
期
ご
ろ
に
諸
方
で
開
板
流
布
し
た

「
九
重
の
守
」
と

い
う
も

の
で
、
竪
八
セ
ン
チ
ば
か
り
で
長
巻

の
も
の
で
あ
る
が
、
巻
物
は
直
径
二

・
五
セ
ン
チ
ほ
ど

で

掌
に
握
り
こ
め
る
大
き
さ
で
あ
る
。
内
容
は
梵
字
曼
茶
羅
、
梵
文
真
言
、
仏
菩
薩
ら
の
図
像
を
多
く
集

め
て
木
版
刷
に
し
た
も
の
で
、
そ
れ
を
所
持
信
仰
す
る
人
は
悪
事

(
注

二
)

災
難
を

の
が
れ
る
と
い
う
。

注
二
、
川
勝

「
九
重
の
守
と
福
徳
寺
の
版
木
」

(史
述
と
美
術
四
四
七
号
、
昭
和
四
九

・
八
)

杉
浦
氏
所
蔵
本
は
日
下
無
倫
氏
が
雑
誌

「
日
本
仏
教
史
学
」
創
刊
号

(
昭
和

一
六

・
八
)
に
発
表
さ
れ
た

「
九
重
御
守
の
流
伝
と
開
版
の
種
々
相
」
の
中

で
紹
介
さ
れ

た
も

の
で
、
巻
末
に
左

の
如
き
刊
記
と
、
墨
書
の
奥
書
が
あ
る
。

(刊
記
)

右
之
板
者
於
武
蔵
国
江
戸
神
田
大
明
神
所
塔
建
立
之
沙
門
湯
殿
山

一
世
之
行
入
天
入
開
板
之

干
時
寛
杢

ハ
天

評

天
暦
二
月
吉
日

(
墨
書
)

御
守
為
熱
灼
樋
口
平
大
家
次

(黒
印
)

こ
の
刊
記
に
よ
る
と
、
平
大
夫
の
居
住
地
か
ら
四
キ

ロ
ば
か
り
に
あ
る
江
戸
人
の
信
仰
あ

つ
い
神
田
明
神
に
お
い
て
、
出
羽
湯
殿
山

の
行
人
が
開
板
し
た
も

の
で
、

こ

の
九
重
の
守
は
お
そ
ら
く
争
い
求
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
信
仰

心
の
深
い
平
大
夫
が
こ
れ
を
受
け
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
奥
書
は
所
有
者

の
平
大
夫
が
書

い

た
も

の
で
、
熱
灼
の
た
め
に
こ
の
お
守
を
持

つ
と
は
ど
う

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
当
時
平
大
夫
は
高
熱

の
病
に
か
か

っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。

杉
浦
丘
園
氏
と
は
私
は
特
に
懇
意
に
し
て
頂
い
て
い
た
が
、

平
大
夫
所
持

の
九
重
の
守
に
気
が

つ
い
た
時
は
、

杉
浦
氏

他
界
の
後

で
、

実
物
を
拝
見
す
る
方
法
も
な

く
、
そ
れ
が
現
在
ど
こ
へ
行

っ
た
か
も
知
ら
な
い
。
残
念
な
こ
と
を
し
た
と
思
う
。
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寛

永
八
年

(
一
六

三

一
)

に
平

大
夫

は
再

び
中

尊
寺

に
金

札
を
打

っ
て

い
る
。

こ
れ

も
中
尊

寺

に
保
存

さ
れ
、
竪

一
=

セ
ン
チ
、

幅

一
〇

セ

ン
チ
、
頭
部

山
形

に
作

り
、

文

字
は

籠
字

で
あ
る

へ第
二
図
)。

そ

の
文

は

生
国

伊
勢

武

州
江
戸
住

一
国
六

十
六

部

図二

経
納
罷
通
時
奉
金
札
打
七
世
父
母
六
親

第

巻
属
有
縁
元
縁
轟
動
倉
霊
草
木
国
土

悉
皆
成
仏
二
世
為
安
楽
右
如
此
也

寛
永
八
㌣

A,
月
含

樋
呈

豪

次

(花
押
)

と
あ
る
。
奉
納
先

の
名
を
入
れ
な
い
普
通
品
で
あ
る
が
、
寛
永
六
年

の
白
岩
観
音

の
時
の
も

の
と
は
、
少
し
文
が
ち
が
う
。

そ
れ
は

こ
の
金
札
が
霊
場

順
礼

の
時

の
も

の

で
は
な
く
て
、
日
本
六
十
六
国
を
め
ぐ
り
、

一
国

一
か
所
に
法
華
経
を
納
め
て
歩
く
六
十
六
部
の
廻
国
の
途
次
に
、
中
尊
寺
に
再
び
参
詣
し
た

こ
と
を

示
し
て
い
る
の
で

　
む

ニ
こ

あ
る
。

六
十
六

部

廻
国

で
は
、
出

羽
湯
殿
山

と
陸

奥
塩

竈

の

コ
ー

ス
の
問

に
中
尊
寺

が

あ
る
。

注
三
、
奥
村
隆
彦
氏

「六
十
六
部
聖

の
こ
と
」

(史
迩
と
美
術
四
四
五
号
、
昭
和
四
九

・
六
)

現
在

の
私

の
手
許

の
資
料

で
は
、

平
大
夫

の
金

札
遺
品

は

こ
れ
以

後
し
ば

ら
く

見
出

さ
れ

て

い
な

い
が

、

西
国

三
十

三
所
、

坂
東

三
卜

三
所

、
秩

父

三
十

四
所

の
百

観

音
霊
場

、

日
本

六
十
六

国
、

各
地

の
霊
場

を
め
ぐ

る

こ
と

を

つ
づ

け
、
次

に
記
す

よ
う

に
そ

れ
が
寛

永
十

七
年

(
一
六
四
〇

)
ま

で

に
完

r
し
た

の
で
あ
る

か
ら
、

少
く

と
も

平
大
夫

は
十

二
年

間
、

そ

の
事

に
没

頭
し

た

の
で
あ

ろ
う
。
従

っ
て
彼

の
納

め
た
金
札

は
ま
だ

ど

こ
か

で
発
見

さ
れ
る

可
能
性

が
あ

る
。

三
、

五
智
山
石
仏

の
造
立

現
在
の
五
智
山
蓮
華
寺
は
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内

に
所
在
し
、
仁
和
寺

の
東
側

に
前
面
を
広

い
駐
車
場
と
し
て
、
後
方

一
段
高
く
五
智
如
来
そ
の
他
の
石
仏
群
を
安

置
し
、
そ
の
東
北
に
新
建
の
不
動
堂

の
偉
容
を
拝
す
る
。
石
仏
群
は
土旦
戸
山
上
に
あ

っ
た
時
と
同
様

に
前
後

二
列
に
並

べ
て
あ
る
。

前
列
の
五
智
如
来
は
花
悶
岩
製
の
大
き
い
基
壇
上
に
並

べ
ら
れ
、
各
花
南
岩
製
の
八
角
形
反
花
座
を
設
け
、
反
花
座

の
側
面
に
は
丸
に
三
つ
葉
の
紋
を
彫
刻
し
た
も

の

樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

77



樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

が
あ
る
。
そ

の
上
の
三
段
鱗
葺
の
蓮
座
と
仏
体
は
安
山
岩
製
で
灰
黒
色
を
呈
し
、
仏

像
は
完
全
な
丸
彫
の
坐
像
で
あ
る
。
総
高
約
二

・
七
メ
ー
ト

ル
の
大
き
い
石
仏
で
、

近
世

の
も
の
と
し
て
は
優
秀
な
彫
刻
で
あ
る

(第
三
図
)。
向

っ
て
右
よ
り

薬
師
如
来

(両
手
で
薬
壺
を
持
つ
)

左
膝
背
後

に

「
作
但
称

(花
押
)
」

宝
生
如
来

(頭
指
を
立
て
他
の
指
を
組
む
)

同

上

胎
蔵
界
大
日
如
来

(宝
冠
を
着
し
、
法
界
定
印
を
結
ぶ
)

同

上

阿
弥
陀
如
来

(弥
陀
の
定
印
を
結
ぶ
)

同

上

釈
迦
如
来

(法
界
定
印
を
結
ぶ
)

同

上

後
列
は
十

一
体
で
、

い
ず
れ
も
安
山
岩
製
、
光
背
や
像
の
背
面
、
ま
た
は
台
座
の

表
に
刻
字
の
あ
る
も
の
が
あ
る
(第
四
図
)。
向

っ
て
右
よ
り

尼
形
坐
像

(合
掌
、

〔台

座

表
〕

地
蔵
立
像

(右
手
錫
杖
、

〔像

背
〕

僧

形
坐

像

(合
掌
、

〔台

座

表
〕

平
大
夫
の
母
像
)

母
妙
珍

樋

口
平
大
夫

家
次

(花
押
)

左
手
宝
珠
を
持

つ
)

樋

口
平
大
夫
家
次

(花
押
)

作
但
称

へ花
押
)

平
大
夫

の
父
像
)

天
正
十

三

第 三 図

・1¥購 証モ 蔑 、

競黛覇郵
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三
月

父
梅
岳

道
春

樋

□

平
大
夫

家
次

立
之

聖
観
音
坐
像

(右
手
与
願
印
、
左
手
蓮
茎
を
持

つ
)

〔光
背
々
面
〕

願
主
岡
村
庄
兵
衛
清
之

(花
押
)

寛
永
+
八
天
陛
作
但
称

へ花
押
)

僧
形
坐
像

(合
掌

に
珠
数
を
か
け
る
、
平
大
夫
像
)

地
蔵
立
像

(右
手
錫
杖
、
左
手
宝
珠
を
持

つ
)

〔光
背
々
面
〕

軍
李

八
緊

願
毛
本
国
伊
勢
之
生
武
州
江
戸
樋

口
平
大
夫
家
次

月
日
造
立
之
作
但
称

ハ花
押
)

僧
形
坐
像

(合
掌
に
珠
数
を
か
け
る
、
但
称
像
)

〔ム
ロ
座

+表
〕

廟
娚主心

翁
常
信

仏
性
院

但
唱
上
入

樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

へ
花
押

)

図四第
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樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

弟
子林

貞
作

僧
形
坐
像

(
右
手
五
鈷
杵
、
左
手
珠
数
を
持

つ
、
弘
法
大
師
像
)

僧
形
坐
像

(左
手
に
払
子
を
持

つ
)

優
婆
塞
形
坐
像

(
頭
巾
を
か
ぶ
る
、
役
行
者
像
)

図

僧
形
坐
像

(両
手
拳
を
作
り
膝
上
に
置
く
)

五第

さ
ら
に
不
動
堂
に
安
置
す
る
本
尊
も

一
連

の
像

で
、
安
山
岩
製
、

堂
内
奉
安
の
た
め
保
存
が
よ
い
。

不
動
明
王
坐
像

(
右
手
劒
、
左
手
索
は
後
補
)
(第
五
図
)

〔像

背
〕

作
但
称

へ花
押
)

こ
れ
ら
を
通
じ
て
見
る
と
、
寛
永
十
八
年

(
一
六
四

一
)
に
平
大
夫
は
こ
の
多
く

の

石
仏
を
音
戸
山
に
奉
安
し
た
の
で
あ
る
が
、
五
智
如
来
の
他
に
不
動
明
王
、
地
蔵
、
観
音
、

称
と
も
書
く
)

の
肖
像
ま
で
作

っ
た
こ
と
は
、

但
唱
像
を
弟
子
の
林
貞
が
作

っ
た
他
は
、
ほ
と
ん
ど
但
称
作
と
署
名
を
入
れ
て
い
る
。

う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
林
貞
の
名
が
こ
こ
に
た
だ

一
つ
存
在
す
る
こ
と
は
、

以
上
記
し
た
と
こ
ろ
だ
け
で
は
、

月

二
十
四
日
、
石
仏
群
を
山
下
に
お
ろ
し
た
時
、
大
日
如
来

の
台
座
下
か
ら
、
高
さ
四

ニ
セ
ン
チ
、

摺
鉢
様
の
陶
器
で
蓋
が
し
て
あ

っ
た
が
、

こ
れ
は
破
片
と
な

っ
て
捨

て
ら
れ
て
し
ま

っ
た

(第
六
図
)。

合
わ
す
よ
う
に
し
て
、
壷
の
中
に
納
め
ら
れ
、

壷
に
入
れ
て
現
在
の
大
日
像
座
下

に
埋
め
ら
れ
、

弘
法
大
師
像
な
ど
を
造
立
し
、
ま
た
両
親
、
自
身
、
石
仏
作
者

の
但
唱

(但

こ
の
石
仏
群
が
平
大
夫

一
生
涯
に
お
け
る
重
要
な
意
味
を
持

つ
も

の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
石
仏
の
作
者
は
た
だ

一
体

し
か
し
実
、終
は
但
称
と
弟
子
た
ち
が
作

っ
た
も
の
と
理
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ

資
料
と
し

て
貴
甲
で
あ
る
。
但
称
ヒ
人
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
述

べ
る
。

樋
口
平
大
夫
が
石
仏
群
造
立

の
作
善
を
行

っ
た
趣
旨
は
明
ら
か
で
な

い
が
、
そ
れ
が
明
か
さ
れ
る
時
期
が
来
た
。
昭
和

三
十

三
年
五

胴
の
径

三
三

・
六

セ
ン
チ
の
信
楽
焼

の
壷
が

一
個
発
掘
さ
れ
、
上

に

そ
の
壷
の
口
径
は

一
三
セ
ン
チ
で
、
五
枚
の
銅
板
が
曲
げ
て
抱
き

そ
の
中
心
に
竹
の
簑
に
写
経
ら
し
い
も

の
を
巻

い
て
入
れ
て
あ

っ
た
が
、
ひ
ど
く
腐
蝕
し
て
い
た
の
で
、

こ
れ
は
代
り

の

信
楽
焼
の
壷
と
銅
板
五
枚
は
取
り
出
し
て
別
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
銅
板
は
前
記
の
金
札
に
比

べ
る
と
は
る
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か
に
大
き
い
も

の
で
、
同
じ
く
銅
板
鍍
金
で
は
あ
る
が
、
願
文
を
刻
み

つ
け
て
大
日
座
下
に

埋
納
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
釘
穴
な
ど
は
な
い

(第
七
図
)。
刻
字
は
籠
字
と
陰
刻
を

併
用
し
て
い
る
。

一
部
分
読
み
に
く

い
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
次

に
そ
れ
ら
を
記
す
こ
と
と
す

る
。
形
は
い
ず
れ
も
頭
部
を
山
形
に
し
た
上
下
に
長
い
板

で
あ
る
。

(
一
)

竪

三
四

・
ニ
セ
ン
チ
、
幅

一
五

・
五

セ
ン
チ
、
全
線
刻
。

奉
納
西
国
三
十

三
所
順
礼
之
行
者
火
物
を
た
ち

道
中
は
だ
し
夜
は
ね
ず

二
親
我
札
三
枚
つ

つ

奉
打
荷
俵
を
お
い
れ

い
社
霊
地
納
則
別
当
社

僧
手
形
を
取

こ
め
入
納
所
之
意
趣
者
為

二
世
安
楽
也

庚
干
時
寛
永
十
七
年

俗
名
樋

口
平
大
夫
家
次

(花
押
)

辰

六
月
廿
五
日

願
主
生
国
伊
勢
武
州
江
戸
心
翁
常
信
居
士

(
二
)

竪
三
四

・
五
セ
ン
チ
、
幅

一
五

・
五

セ
ン
チ
、
全
線
刻
。

奉
納
坂
東

三
十

三
所
順
礼
之
行
者
火
物
を

た
ち
道
中
は
だ
し
夜
は
ね
ず
れ

い
社
霊
地

金
札
奉
打
別
当
社
僧
之
手
形
を
取
此
か
め

納
所
之
意
趣
者
為

二
世
安
楽
也
樋

口
平
大
家
次

(花
押
)

辱

時
藤

肝
辞

璽

生
国
伊
勢
武
州
江
戸
心
翁
常
信
居
轟

(
三
)

竪
三
四

・
五
セ
ン
チ
、
幅

一
五

・
五

セ
ン
チ
、
全
線
刻
。

奉
納
秩
父

三
十
四
所
順
礼
之
行
者
火
物

た
ち
道
中
は
だ
し
夜
は
ね
ず
金
札
を
打
荷
俵

樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

第 六 図第 七 図

ー

馨

畿

翔

、

　

　

ウ

や

チ

霧

る
離

罫

・

、筋
オ
.譲

、灘

.

.

灘

響

懸

離
鱗

騨

罎
箋

馨
勇・、
　灘

　

薇
轍
難
鋤

う

　
タ

つ

懇

翼
・

、轡

撫

　

霧

獲
鐸

毒
霧

灘
,

監

ー

・
鍵

灘
残
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樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

お
い
れ
い
社
霊
地
納
別
当
社
僧
之
手
形
を
取

此
か
め
納
所
之
意
趣
者
為

二
世
安
楽
也

庚
干
時
寛
永
十
七
年

樋

口
平
大
夫
家
次

(花
押
)

辰

六
月
廿
五
日

願
主
生
国
伊
勢
武
州
江
戸
心
翁
常
信
居
士

(四
)

竪
三
四

・
ニ
セ
ン
チ
、
幅

「
五

・
八
セ
ン
チ
、
願
文
部
分
の
み
籠
字
。

奉
供
養
大
乗
妙
典
六
十
六
部
之
内

一
国

三
部
者
天
長
地
久
御
願
円

満
当
家
将
軍
家
光
公
御
武
運

長
久
国
家
安
全
所
也

樋
口
平
大
家
次

(花
押
)

嚴
蒔

線

計
辞

願
主
生
国
伊
饗

州
江
戸
心
翁
常
信
居
轟

(
五
)

竪
三
⊥ハ
・
六

セ
ン
チ
、
幅
二
〇

・
六
セ
ン
チ
、
願
文
部
分
の
み
籠
字
。

奉
納
大
乗
妙
典

一
国
六
十
六
部
為
供
養

五
智
如
来
口
口
山
奉
造
立
再
妙
法
蓮

花
経
口
口
部
仏
座
下
奉
納
者
口
意

趣
者
為
天
下
泰
平
国
土
安
全
別
而
仏
法

繁
昌
諸
願
成
就
現
世
安
穏
七
世
父
母
六
親

巻
属
有
縁
無
縁
草
木
国
土
後
生
善
所
也

璽

時
藤

計
辞

願
主
生
国
伊
勢
武
州
江
戸
住
樋
旱

大
心
翁
常
信
居
島

こ
れ
ら
の
銘
文

に
よ
っ
て
、
樋
口
平
大
夫
家
次
は
寛
永
十
七
年

(
一
六
四
〇
)
に
は
心
翁
常
信
居
士
と

い
う
法
名
を
得
て
い
る
こ
と
、
西
国
三
十
三
所
、
坂
東

三
十
三
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所
、

秩
父
三
十
四
所
、

合
せ
て
百
か
所
の
観
音
霊
場
を
木
食
行
を
し
つ
つ
順
礼
し
た
こ
と
、

ま
た
六
十
六
部
の
廻
国
を
し
て
、

一
国
に
法
華
経
を
三
部
ず

つ
納
め
た
の

は
、

一
に
天
子
様
の
た
め
、

二
に
将
軍
家
光
公
御
武
運
の
た
め
、
三
に
国
家
安
全
の
た
め
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
最
後

に
こ
の
五
智
山

の
石
仏
下
に
再
び
妙
法
蓮
華
経

を
納
め
て
、
彼
の
信
仰

の
総
決
算
を
し
よ
う
と
す
る
意
趣
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
寛
永
十
七
年
六
月

二
十
五
日
は
、
平
大
夫
の
そ
れ
ま
で
の
作
善

の
総

供
養
を
行

っ
た
日
で
も
あ
ろ
う
。

安
置
さ
れ
る
予
定
の
石
仏
は
、
職
業
仏
師

で
な
く
、
信
仰
の
立
場
か
ら
仏
像
を
刻
む
こ
と

で
著
名
で
あ

っ
た
如
来
寺
の
但
称
上
人
に
依
頼
を
し
た
の
で
あ
る
。
灰
黒
色

の
こ
の
安
山
岩

は
伊
豆
石

で
、
関
東
に
お
い
て
は
す

で
に
鎌
倉
時
代
以
来
常
用
さ
れ
た
も

の
で
、
む
ろ
ん
但
称
は
伊
豆
の
現
地
で
彫
刻
を
終
り
、
海
路
大
阪
に
運
び
、
そ

れ
が
洛

西
に
運
ば
れ
た
も

の
と
想
像
で
き
る
。
従

っ
て
主
体
部
は
安
山
岩
で
但
称

一
派
が
作
り
、
基
壇
と
八
角

の
反
花
座
は
関
西
の
花
簡
岩
を
用

い
て
、
京
都

の
石
工
に

作
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
台
座
部
と
石
仏
本
体
を
異

っ
た
石
質
に
よ

っ
て
作

っ
た
例
は
、
近
世
に
は
し
ば
し
ば
見
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

は
じ
め
か
ら
計
画
的

に

そ
う
し
た
の
で
あ
る
。

但
称

の
石
仏
彫
刻
は
こ
の
十
七
年
に
は
開
始
さ
れ
、
翌
十
八
年
に
洛
西
音
戸
山
に
据
え

つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
何
月
と
予
定
し
て
月
日
を
刻
み
に
く

い

の
で
、
石
仏
の
銘
文
で
は
月
日
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

第 八 図

第 九 図

一83一

 

樋

口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善



樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

な
お
京
都
で
は
蓮
華
寺
以
外
に
も
平
大
夫
造
立

の
石
仏
が
あ
る
。
そ
の

一
は
右
京
区
嵯
峨
広
沢
池
観
音
島
の
十

一
面
観
音
立
像

で
あ
る

(第
八
図
)。
像
背

の
刻
銘

に

願
主
本
国
伊
勢
之
生
武
州
江
戸
住
樋

口
平
大
夫
家
次

(花
押
)

寛
永
十
八
年
月
日
造
立
之

作
但
称

(花
押
)

と
あ
る
。
安
山
岩
製
、
高
さ

一
四
五

セ
ン
チ
。
明
治

二
十
六
年
に
五
智
山
か
ら
借
り
出
し
た
こ
と
の
明
ら
か
な

一
体

で
あ
る
。
次
は
下
京
区
松
原
不
明
門
に
あ
る
因
幡
堂

の
本
堂
の
西
側
に
ま

つ
ら
れ
て
い
る

二
体
の
石
仏
で
あ
る

(第
九
図
)。
安
山
岩
製
。
向

っ
て
左
は
金
剛
夜
叉
明
王
立
像

で
、
岩
座
の
上
に
立
ち
総
高

一
四
〇

セ
ン
チ
、
三

面
⊥ハ
腎
像
で
あ
る
が
、
脇
手
の
四
本
が
破
損
し
た
。
像
背
の
刻
銘
は
広
沢
池
十

一
面
観
音
の
寛
永
十
八
年
月
日
の
同
文
で
あ
る
。
向

っ
て
右
の
多
聞
天
立
像
は
、
邪
鬼
の

上
に
立
ち
総
高

一
五
五
セ
ン
チ
、
左
手
に
塔
を
持
ち
、
振
り
上
げ
た
右
手
先
は
欠
損
す
る
。
像
背
の
刻
銘
は
平
大
夫

の
花
押
が
破
損
す
る
だ
け
で
同
文
で
あ
る
。
次
は
下

京
区
猪
熊
五
条

に
あ
る
旧
本
囲
寺
清
正
公
廟
入

口
の
二
体

で
、
向

っ
て
右
は
総
高

一
〇
六
セ
ン
チ
の
十

一
面
観
音
、
左
は

=

八
セ
ン
チ
の
聖
観
音

で
、
と
も
に
蓮
座
上

に
立
ち
、
安
山
岩
製
。

い
ず
れ
も
像
背
に

「
願
主
樋

口
平
大
夫
家
次

(花
押
)
」
「
作
者
但
称

(花
押
)
」
と
刻
む
。

紀
年
が
な

い
の
と
、

「
作
者
」

と
し
た
の
が
今
ま
で

の
と
は
ち
が
う
。
因
幡
堂
も
清

正
公
廟
も
洛
陽

の
霊
場

で
あ
る
か
ら
、
平
大
夫
造
立
の
石
像
が
こ
こ
に
ま

つ
ら
れ
る
こ
と
も
、
因
縁
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
、
晩

年

の

平

大

夫

心
翁
常
信
居
士
と

い
う
法
名
か
ら
推
す
と
、
五
智
山
石
仏
造
立
の
頃

の
平
大
夫
は
老
境
に
あ

っ
た
も

の
と
思
う
。
老
境
と
い
う
の
が
今
と
昔
で
は
ず
い
ぶ
ん
ち
が
う
の

で
断
言
は
で
き
な
い
が
、
六
十
才
前
後
と
見
て
お
こ
う
。
平
大
夫

の
晩
年

の
作
善

は
五
智
山
蓮
華
寺
を
再
興
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
れ
が
実
を
結
ん
だ
こ
と
は
、
石
仏

造
立
よ
り
四
年
後
の
正
保
二
年

(
一
六
四
五
)
に
新
鋳
さ
れ
た
梵
鐘
に
刻
ま
れ
た
文
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
。

こ
の
鐘
は
失
わ
れ
て
現
存
し
な
い
が
、
幸
に
し
て
江
戸
時
代

に
岡
崎
信
好

の
編
し
た

『
扶
桑
鐘
銘
集
』
巻
之

二
に
刻
銘
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
撰
文
し
た
の
は
五
智
山

に
近

い
花
園
妙
心
寺
に
い
た
雲
居
禅
師
希
膚

で
あ
る
。
こ
の
人

は
後
に
奥
州
松
島
瑞
巌
寺
に
入

っ
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
鐘
銘
は
甚
だ
長
い
の
で
前
後
を
省

い
て
必
要
な
部
分
だ
け
を
引
用
し
て
お
く
。

(前
略
)

大
日
本
国
平
安
城
西
、
五
智
山
蓮
華
寺
開
基
之
檀
那
、
樋

口
平
大
夫
家
次
者
、
勢
州
三
宅
郡
之
生
縁
也
。
自
壮
年
比
、
発
菩
提
心
、
苦
修
練
行
、
積
功
累

徳
、
夜
不
寝
、
昼
宣
怠
乎
。
為
火
物
断
、
修
跣
足
行
、
巡
礼
西
国
三
十

三
所
井
坂
東
、
同
秩
父
観
世
音
、
自
釘
金
札
。
又
経
行
扶
桑
六
十
六
箇
国
、

一
国

一
国
経
堂
納

六
十
六
部
妙
典
、
而
為
征
夷
大
将
軍
、
必
加
三
部
、
若
非
夙
薫
仏
種
、
大
智
上
根
、
安
能
如
是
哉
、
可
謂
濁
世
優
曇
、
火
裏
清
泉
　
。
到
弘
願
成
就
之
日
、
相
仮
於
洛
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西
鳴
滝
村
、
彫
刻
大
頑
石
、
造
立
五
智
如
来
、
而
宝
蓮
座
下
埋
蔵

一
千

一
百
部
大
乗
経
。
侃
鋳
巨
鐘

一
口
、
以
備

一
切
衆
生
、
有
縁
無
縁
、
六
時
行
道
之
資
具
、
即
借

花
園
比
丘
希
鷹
手
、
銘
焉

(中
略
)

正
保

二
乙
酉
年
仲
冬
良
辰

平
大
夫
自
身
か
ら
聞
い
て
文
を
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
ま
で
私
が
遺
品
を
通
じ
て
述

べ
た
平
大
夫
の
経
歴
が
、
物

の
見
事

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

平
大
夫
が
ど
う
し
て
洛

西
鳴
滝
の
地
を
選
ん
だ

の
か
、
そ
れ
を
知
り
た
い
が
資
料
が
な

い
。

よ
ほ
ど
こ
の
地
が
気
に
入

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
江
戸
居
住
を
や
め
て
、

こ
の
頃
か
ら
は
五
智
山
に
庵
室
を
結
び
信
仰
生
活
を

つ
づ
け
た
ら
し
い
。

そ
の
平
大
夫
が
ま
た
も
信
仰
の
旅
に
出
た
。

こ
の
こ
と
は
鐘
銘
以
後

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ

れ
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

愛
媛
県
松
山
市
和
気
町
の
円
明
寺
は
四
国
八
十
八
か
所

の
第
五
十
三
番

の
霊
場
で
あ
り
、
弘
法
大
師
信
仰
の
遍
路
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
。
平
幡
良
雄
氏
著

『
四
国
八
十

八
ケ
所
』

(
昭
和
四
四
)

に
、
同
寺

の
本
尊
厨
子
に
も
と
打
ち

つ
け
て
あ

っ
た
納
札
の
こ
と
が
記
さ
れ
、
そ
の
中
に
平
大
夫
の
金
札
が
あ
る
の
で
、
久
保
仁
平
氏
が
調

べ

て
来
て
資
料
を
提
供
し
て
下
さ

っ
た

(第

一
〇
図
)。

第 十 図

第 十 一 図
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樋
ロ
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

円
明
寺

の
こ
の
金
札
は
、
銅
板
鍍
金
、
竪

二
四
セ
ン
チ
、
幅
九

・
五
セ
ン
チ
、
頭
部
は
山
形
に
作
り
、
釘
穴
は
両
側
に
各
三
個
あ
る
。
文
字
は
籠
字
線
彫
り
と
な
る
。

弥
勒
菩
薩

の
種
子

「
ユ
」
を
上
に
あ
ら
わ
す
。

慶
安
三
年

京

樋

口

「
ユ
」
奉
納
四
国
仲
遍
路
同
行
二
人

今
月
今
日

平
大
家
次

慶
安
三
年

(
一
六
五
〇
)
は
五
智
山
石
仏
造
立
の
あ
と
九
年
で
あ
る
。
平
大
夫
は
お
そ
ら
く
諸
国
霊
場
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
四
国
の
弘
法
大
師
八
十
八
か
所
を
順
礼
し

て
い
な
い
こ
と
を
残
念
に
思

っ
て
、

こ
の
年

に
遍
路
に
出
か
け
た
も
の
に
ち
が

い
な
い
。
同
行

二
人
と
あ
る
の
は

一
人
の
旅
で
あ
る
こ
と
を
示
す
慣
例
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
四
国
遍
路

に
よ

っ
て
平
大
夫
の
信
仰
は
完
全
の
域

に
達
し
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
時

「
京
樋

口
平
大
家
次
」
と
書

い
て
い
る
よ
う
に
、
京

の
住
人
に
な
り
切

っ
て
い
る
。

五
智
山
上
か
ら
蓮
華
寺
境
内
西
方
に
移
さ
れ
た
平
大
夫
の
墓
が
あ
る

(第

=

図
)。

三
段
積

の
台
石
の
上
に
立

つ
自
然
石
で
、
表
面
の
輪
郭
内
に

明
暦
元
年

「
ア
」
心
翁
常
信
居
士

六
月
八
日

と
あ
り
、
別
に

「
慶
安
四
年
八
月
十
五
日
起
立
之
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
慶
安
四
年

(
一
六
五

一
)
、
即
ち
四
国
遍
路
の
翌
年
秋
に
、
平
大
夫
は
寿
塔
と
し
て
こ
の
墓
を

立
て
、
四
年
後
の
明
暦
元
年

(
一
六
五
五
)
六
月
八
日
に
没
し
て
、
そ
の
命
日
が
追
刻
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
蓮
華
寺

の
位
牌
に
は
、
平
大
夫
の
没
年
は
寛
永

二
十
年

(
一
六
四
三
)
六
月
八
日
に
な

っ
て
い
る
。
右
に
述

べ
た
四
国
遍
路

の
慶
安
四
年

(
一
六
五
〇
)
に
生
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
何
か
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

私

の
推
察
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
明
暦
元
年
が
乙
未
の
年

で
、
寛
永

二
十
年
が
癸
未

の
年
で
あ
る
か
ら
、
未

の
年

一
巡

(
十
二
年
)
を
誤

っ
て
寛
永

二
十
年
と
い
う
位
牌
が

作
ら
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

平
大
夫
が
晩
年
の
大
き

い
作
善
と
し
て
の
石
仏
群
造
立
、

蓮
華
寺
の
再
興
は
完
成
し
、

承
応
二
年

(
=
ハ
五
三
)
版

「
新
改
洛
陽
並
洛
外
之
図
」

の
地
図
に

「
五
智

山
」

の
標
記
が
あ
り
、
平
大
夫
没
後
三
十
年

の
貞
享

二
年

(
一
六
八
五
)
刊

『
雍
州
府
志
』
に

..



蓮
華
寺

旧
仁
和
寺
之
別
院
而
在
鳴
滝
村
西
山
、
然
廃
壊
年
旧
　
、
明
暦
中
江
城
富

人
樋

口
某
造
立
五
智
如
来
石
像
、
安
置
山
上
、
令
新
義
真
言
宗
僧
権
大
僧
都
尊
祐

住
之
、
寛
文
十
三
年
乗
円
又
再
興
之
、
民
間
多
不
識
寺
名
、
直
称
五
体
仏

と
見
え
、
蓮
華
寺
が
江
戸
の
富
豪
樋

口
に
よ
り
再
興
さ
れ
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。
五
智
山
は
以
来
密
教
の
学
僧
が
次
々
に
出
て
世
に
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

五
、

如

来

寺

開

山

但

唱

但
唱

(但
称
)
は
摂
津
有
馬
の
人
と
も
、
多
田
の
人
と
も

い
わ
れ
、
美
作
国
檀
特
山

の
弾
誓
仏
と
い
う
行
者
の
弟
子
と
な
り
、
木
食
行
を
重
ね
、
諸
方
を
遊
歴
し
て
、

土
地
の
人
々
の
帰
依
を
受
け
る
反
面
、
権
力
の
迫
害
を
受
け

つ
つ
、

そ
の
間
に
仏
像
二
万
体
彫
刻
の
悲
願
を
成
就
し
、
寛
永
十

二
年

(
一
六
三
五
)
に
江
戸
芝
高
輪
に
帰

命
山
如
来
寺
を
開
い
た
と
い
う
。

現
在
地
は
品
川
区
大
井
伊
藤
町
で
あ
る
か
ら
、

大
井
の
大
仏
と
よ
ば
れ
る
の
で
あ
る
が
、

今
で
は

東
京
人
も
江
戸
名
所
と
し
て
の
如
来
寺
を
忘
れ
て
い
る
。

大
き

い

本
堂
内
に
は
木
造
の
五
智
如
来

の
巨
像
が
並
ん
で
い
る
が
、

但
唱
作

の
も

の
は
焼
失
し
、

右
端
の
薬
師
如
来
の
首
だ
け

古

い
の
が

但
唱
作
仏
の
な
ご
り
か
も
知
れ
な
い

(第

一
二
図
)。
堂
内
左
方
に
は
但
唱
の
合
掌
像
が
厨
子
内
に
奉
安
さ
れ
て
い
る
。

第 十 二 図

も

灘撚戴 撫総

講蘭
据 、,、 澄 ぎ

撫 縫

.87.
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樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

今
本
堂
外
に
立

っ
て
い
る

二
体
の
地
蔵
石
仏
に
、
但
称
作

の
銘
が
あ
る

(第

一
三
図
)。

と
も
に
安
山
岩
製
、
向

っ
て
右
の
像
は
上
部
が
折
れ
て
地
上
に
落
ち
て
い
る
が
、
総
高

二

四

ニ
セ
ン
チ
、
光
背
々
面
に
次
の
刻
銘
が
あ
る
。

奉
加
衆

寛
永
拾
四
年

奉
建
立
地
蔵
菩
薩

作
者
但
唱

四
月
廿
四
日

妙 妙 妙 道 道 浄 浄 浄
心 西 順 衆 喜 貞 安 清

 

向

っ
て
右
側
面
に

「
施
主
石
屋
、

立
さ
れ
た
も

の
で
、

左
の
地
蔵
は
合
掌
の
形
で
、

干
時
寛
永
十
五
年

但
称
の
五
智
山
以
前
の
作
の

一

総
高

一
=

妙
蓮

妙
春

妙
西

浄
円

永
西

定
念

妙
讃

妙
清

和
泉
屋
半
右
衛
門
」
と
見
え
る
。
寛
永
十
四
年

つ
で
あ
る
。

ニ
セ
ン
チ
、
光
背
々
面

の
刻
銘
に

第 十 三 図

議
灘 轟 蕪
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(
一
六

三
七
)
に
石
麗
が
施
主
と
な
り
、
十
六
人
の
奉
加

の
人
た
ち
が
参
加
し
て
造

五
智
如
来
大
本
願
為
千
品
甚
右
衛
門
内
方

奉
従
霊
巌
嶋
新
堀
町
中
此
供
養
也

諮

二
月
廿
九
日

作
但
称

(花
押
)

と
あ
り
、
翌
年
の
造
立
で
、
供
養
を
し
た
霊
巌
嶋
新
堀
町
と

い
う
の
は
、
樋

口
平
大
夫
の
居
た
材
木
町
か
ら
す
ぐ
東
の
隅
田
川
々
口
の
中
島
で
あ
る
。
当
時
但
称
の
如
来

寺
は
芝
高
輪

に
あ

っ
た
の
で
、
日
本
橋
材
木
町
や
霊
巌
島
は
六
キ

ロ
ば
か
り
の
距
離
で
、
そ
の
辺
の
住
人
が
如
来
寺
に
親
し
ん
だ
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
地
蔵



石
仏
に
見
る
信
者
た
ち
の
庶
民
性
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
三
年

の
寛
永
十

八
年

に
但
称
は
五
智
山
石
仏
を
完
成
す
る
。
そ
の
た
め
に
伊
豆
国
岩
村
に
お
い
て
五
智
如
来
を
彫
刻
し
た
と
い
う
。
但
称

の
弟
子
林
貞

の
名

は
五
智
山
石
仏
に
見
え
る
が
、
江
戸
時
代
の

『江
戸
名
所
記
』
に

但
唱
木
食
の
弟
子
念
幸
は
都

の
ひ
が
し
白
川
の
ほ
と
り
田
中
と

い
う
所

に
し
て
地
蔵
並
に
二
十

五
の
ぼ
さ

つ
を
つ
く
り
て
安
置
し
…

と
あ

っ
て
、
弟
子
の
念
幸
と
い
う
名
を
挙
げ
て
い
る
。
ど
れ
だ
け
信
じ
ら
れ
る
伝
承
か
わ
か
ら
ぬ
が
、
京
都
市
左
京
区
田
中

の
寺
を

一
、

二
あ
た

っ
た
が
そ
れ
ら
し
い
仏

像
も
石
仏
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。

但
唱
は
寛
永
十

八
年

(
=
ハ
四

一
)
六
月
十
五
日
寅
刻
に
六
十

一
才
で
示
寂

し
た
と

い
う
か
ら
、
五
智
山
石
仏
が
造
立
さ
れ
た
直
後
と
い

っ
て
も
よ
い
。
但
称
最
後
の

作
善
が
五
智
山
石
仏
で
あ

っ
た

の
も
、
奇
し
き
縁

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
如
来
寺
墓
地
に
は
安
山
岩
製
、
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
巨
大
な
無
縫
塔
が
立
ち
、

「
仏
性

院
満
嶺
但
唱
上
人
」
の
法
名
が
拝
さ
れ
る
。

な
お
納
骨
堂
内

に
保
管
す
る
天
部
石
像
の
首
部
も
但
称

の
作
ら
し
い
。

六

、

結

駈
口口

 

樋
口
平
大
夫
家
次
造
立
の
五
智
山
石
仏
群
を
四
十
年
前
に
調
べ
た
こ
と
か
ら
縁
を
発
し
て
、
私
は
平
大
夫

の
仏
教
篤
信

の
事
跡
を
、
彼
の
遺
し
た
も
の
を
通
じ
て
追
う

て
来

た
。
彼
は
特
殊
な
ケ
ー
ス
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
あ
れ
だ
け
の
全
国
巡
拝
と
石
仏
群
造
立
、
寺
の
再
興
を
成
し
と
げ
る
に
は
、
熱
烈
な
仏
教
信
仰
心
が
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
半
生
を
要
し
た
時
間
的
余
裕
が
ど
う
し
て
得
ら
れ
た
か
、
ま
た
そ
れ
に
は
莫
大
な
経
済
的
負
担
を
必
要
と
し
た
に
ち
が

い
な

い
が
、
そ
の
経
済
源
は
何

に
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
こ
と
は

一
つ
も
解
明
で
き
な
か

っ
た
。
平
大
夫

の
よ
う
な
篤
信
家

の
存
在
、
そ
の
作
善
が
、
近
世
の
歴

史
的
事
実
と
し
て
存
し
た

こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
ま

っ
た
。

ま
た
彼
が
そ
の
よ
う
な
生
活

に
没
頭
す
る
こ
と
が
で
き
た
に
つ
い
て
、
多
大

の
助
力
を
し
た
人
々
が
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
人
聞
の
生
活
は
孤
立
し
て
行

い
得
る
も

の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
平
大
夫

の
他

に
表
面

に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
石
仏
の
作
老
但
称
上
人
と
そ
の
石
仏
彫
刻

の
弟
子
の
林
貞
、
さ
ら
に
五
智
山

の
聖
観
音

石
仏
の

「
願
主
岡
村
庄
兵
衛
清
之
」
だ
け
で
あ
る
。

岡
村
庄
兵
衛
は
た
ぶ
ん
平
大
夫

に
親
近
の
よ
き
理
解
者
で
あ
ろ
う
と
想
像
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

_gg一
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樋
口
平
大
夫
と
但
称
の
作
善

江
戸
如
来
寺

の
但
称
に
つ
い
て
は
も

っ
と
記
述
し
よ
う
と
準
備
は
し
て
い
た
が
、
紙
数
に
も
限
度
が
あ
る
の
で
、
必
要
な
範
囲
に
と
ど
め
た
。
し
か
し
樋

口
平
大
夫
の

作
善
の
眼
目
と
な

っ
た
五
智
山
石
仏
群

の
作
者
で
あ
り
、
如
来
寺
開
山
の
木
食
行
者
但
称
上
人
の
信
仰
心
が
、
同
じ
江
戸
に
住
ん
で
い
た
平
大
夫
に
大
き

い
影
響
を
与
え

た
こ
と
、
こ
の
但
称
上
人
と
の
出
会

い
に
よ

っ
て
、
五
智
山
石
仏
群
が
成
功
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
以
上
、
民
間
篤
信
家

の
姿
を
通
し
て
、
江
戸
初
期
の
歴
史
の

一
断
面
を
う
か
が

っ
て
み
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

終
り
に
こ
の
研
究
に
関
し
て
蓮
華
寺
桑
田
善
照
師
、
如
来
寺
遠
賀
亮
達
師
、
中
尊
寺
千
葉
快
恩
師
、
白
岩
観
音
浜
名
豪
賢
師
、
篠
崎
四
郎
氏
、
天
岸
正
男
氏
、
久
保
仁

平
氏
、
藤
川
弦
氏
か
ら
受
け
た
御
厚
意
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

(昭
和
四
九
・
八
)

一90一


